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今
月
の
納
税
メ
モ

固
定
資
産
税
（
含
都
市
計
画
税
）

四
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
二
月
分

納
期
限

い
ず
れ
も
三
月
一
日
ま
で

市
税
条
例
を
改
正

4
0年
度
に
一
六
〇
五
万
円
減
税

市議会だより

こ
と
し
最
初
の
市

議
会
（
第
一
回
臨
時

市
議
会
）
は
、
一
月

二
十
一
日
か
ら
二
十

三
日
の
三
日
間
、
議

事
堂
で
ひ
ら
か
れ
ま

し
た
。

二
十
一
日
は
市
長

か
ら
議
案
提
業
理
由

の
説
明
だ
け
で
お
わ

り
、
二
十
二
日
は
自

宅
審
議
、
二
十
三
日

は
一
般
質
問
の
の
ち

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

の
う
ち
、
お
も
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
長
門
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

（
説
明
）

こ
れ
は
、
国
の
減
税
施
策
の
一

つ
と
し
て
住
民
税
を
全
国
的
に

平
均
化
す
る
こ
と
で
、
昨
年
法

律
の
改
正
を
行
な
い
、
市
民
税

の
減
税
を
三
十
九
、
四
十
年
度

の
二
年
間
で
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、
四
十
年
度
で
は
、
課
税
方

式
を
本
文
方
式
に
改
め
て
全
国

の
市
町
村
が
同
じ
方
式
に
よ
り

課
税
す
る
よ
う
条
例
を
改
正
す

る
も
の

こ
の
改
正
の
あ
ら
ま
し
は
、

所
得
控
除
で
、
扶
養
控
除
が
一

人
目
三
万
円
増
の
七
万
円
に
、

雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
社

会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料

控
除
、
青
色
、
白
色
専
従
者
控

除
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

税
額
控
除
で
は
、
配
当
控
除

が
加
え
ら
れ
、
障
害
者
、
老
年

者
、
か
婦
、
勤
労
学
生
控
除
が

そ
れ
ぞ
れ
四
百
円
引
上
げ
ら
れ

、
一
人
当
り
千
円
に
た
り
ま
し

た
。

こ
の
改
正
に
よ
る
減
税
額
は

、
税
率
改
正
分
で
九
七
三
万
円

、
所
得
控
除
分
五
六
二
万
円
、

配
当
控
除
分
五
八
万
円
、
障
害

者
等
控
除
分
一
二
万
円
の
あ
わ

せ
て
一
六
Ｏ
五
万
円
（
減
税
割

合
二
五
、
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
）
の

減
税
見
込
み
。

○
監
査
委
員
の
選
任

（
説
明
）こ

れ
は
議
会
よ
り
選
出
の
、

岡
村
権
一
氏
が
、
一
身
上
の
都

合
で
辞
職
し
た
い
旨
の
届
出
が

あ
っ
た
が
、
氏
の
人
格
、
識
見

な
ど
か
ら
再
任
を
依
頼
し
た
も

の
。

な
お
、
二
十
三
日
に
議
員
提
案

さ
れ
た
、
正
副
議
長
、
正
副
常
任

委
員
長
の
顔
ぶ
わ
は
、
次
の
と
お

り
き
ま
っ
た
。

○
印
は
委
員
長

△
印
は
副
委
員
長

（
　
）
は
再
任
、
新
任
の
別

〔
議
長
〕
佐
藤
静
雄
（
再
）

〔
副
議
長
〕
石
本
一
郎
（
再
）

〔
総
務
〕
○
又
野
半
四
郎
（
再
）

△
藤
井
忠
夫
（
再
）

〔
建
設
〕
○
山
下
義
雄
（
新
）

△
大
津
助
一
　（
新
）

〔
文
教
厚
生
〕
○
宮
野
薫
（
新
）

△
油
谷
兆
一
　（
新
）

「
経
済
」
○
田
中
義
治
（
新
）

△
中
本
小
三
郎
（
新
）

最近多いいボヤ
もう一度身辺 を

昭
和
四
十
年
に
人
つ
て
ま
だ
一

か
月
、
市
内
に
発
生
し

た
火
災
は
、
四
件
と
例

年
に
な
い
急
テ
ン
ポ
で

火
災
が
起
き
て
い
ま
す

。
わ
た
く
し
た
ち
の
生

活
に
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
な
っ
た
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
な
ど
が
火
災

の
大
き
な
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

も
う
一
度
あ
な
た
の
身
辺
を
見

な
ね
し
て
み
ま
し
よ
う
。

①
か
ま
ど
煙
突
の
不
備
は

な
い
か
。

②
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ガ
ス

も
れ
は
な
い
か
。
石
油

コ
ン
ロ
、
ス
ト
ー
ブ
な

ど
の
機
能
は
完
全
だ
ろ

う
か

③
石
油
類
の
保
管
は
厳
重

に
し
て
あ
る
だ
ろ
う
か

④
知
ら
な
い
ち
に
、
子
ど

も
が
火
あ
そ
び
を
す
る
よ

う
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

同
じ
場
所
で

国
、県
、市
が
申

告
納
税
相
設
所

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
と
し

も
、
所
得
税
、
事
業
税
、
市
民
税

（
県
民
税
を
含
ひ
）
の
申
告
時
期

が
近
づ
い
て
お
り
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は

三
月
一
五
日
ま
で
。

事
業
税
と
市
県
民
税
の
申
告
は

三
月
二
〇
日
ま
で
で
す
が
、
こ
と

し
も
国
、
県
、
市
が
共
同
で
、
所

得
税
の
確
定
申
告
の
際
に
同
じ
に

申
告
納
税
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
申
告
書
の
用
紙
も

一
つ
の
封
筒
に
入
れ
て
、
二
月
一

五
日
ま
で
に
は
納
税
者
の
お
手
も

と
に
お
届
け
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
こ
と
に
特
に
注

意
し
て
期
限
内
に
申
告
を
す
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

１
　
共
同
納
税
相
談
の
日
時
と
場

所
は
、
各
納
税
者
あ
て
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
き
め
ら
れ

た
日
時
と
場
所
へ
必
ず
お
い
で

下
さ
い
。

２
　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
控

え
用
は
提
出
用
に
代
用
で
き
ま

せ
ん
か
ら
、
必
ず
提
出
用
を
ご

持
参
下
さ
い
。
（
申
告
書
の
ミ

シ
ン
の
線
以
下
の
部
分
は
、
納

税
者
自
身
で
切
り
と
ら
な
い
で

下
さ
い
。
）

３
　
事
業
税
と
市
県
民
税
の
申
告

書
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

贈
与
税
の
申
告
は

三
月
一
目
ま
で
に

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
期
限
は

三
月
一
日
ま
で
に
。
譲
渡
所
得
税

の
申
告
と
納
税
の
期
限
は
三
月
一

五
日
ま
で
に
。

土
地
や
家
屋
そ
の
他
財
産
を
も

ら
っ
た
り
、
譲
渡
さ
れ
た
万
は
、

申
告
と
納
税
を
こ
り
期
限
内
に
す

ま
せ
ま
し
よ
う
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
長
門
税
務

署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

区長改選期に

あたりお願い
市のいろいろな仕事を直接みなさんにご連

絡する、末端の機関として、区長制度が昭
和３６年にもうけられ、各部落から推せん

された人が現在、区長として活躍されてい

ます。この区長の大部分がことしの三月で

任期の二年間が満了します。
区長の仕事は、ただ単に市役所の末端の

行政にたずさわるばかりでなく、部落自体

の仕事にも加わり、非常に繁雑になってき

ました。区民のみなさんが、区自体のこと
として、十分に区長の仕事を理解され、任

期満了までには、後任者を推せんされて、

あなたの部落内の事務がストップしないよ

うお願いします。

幼
児
、女
性
は
ご
用
心

各
地
で
起
る
誘
か
い
事
件

最
近
、
宮
城
県
や
新
潟
県
下
で

幼
児
や
女
性
の
誘
か
い
殺
人
事
件

が
山
口
県
下
で
も
岩
国
、
宇
部
市

で
小
学
生
の
誘
か
い
未
す
い
事
件

が
相
次
い
で
起
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
犯
罪
は
、
い
ま
ま

で
の
例
か
ら
み
て
も
、
す
ぐ
ま
ね

を
し
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
起
き
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

長
門
市
で
も
、
い
つ
こ
う
し
た

犯
罪
が
起
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん

か
た
い
い
、
子
ど
も
さ
ん
を
守

る
だ
の
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
十
分
注

意
し
て
下
さ
い
。

１
　
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
所
に

通
っ
て
い
る
子
ど
も
さ
ん
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
な
ど
と
日
ご

ろ
か
ら
よ
く
連
絡
を
と
っ
て
お

２
　
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
所
か

ら
帰
る
時
刻
を
よ
く
知
っ
て
お

き
、
帰
宅
時
間
を
守
ら
せ
る
。

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
遅
く
な
る

と
き
は
、
家
族
の
も
の
に
連
絡

さ
せ
る
。

３
　
外
部
か
ら
の
電
話
や
来
訪
者

に
注
意
し
、
子
ど
も
の
呼
び
出

し
に
は
相
手
の
住
所
、
氏
名
、

用
件
な
ど
を
く
わ
し
く
聞
く
。

４
　
家
の
ま
わ
り
を
う
ろ
つ
く
怪

し
い
者
を
み
か
け
た
ら
早
く
警

察
に
連
絡
す
る
。

５
　
遊
ひ
は
必
ら
ず
人
目
の
あ
る

と
こ
ろ
で
、
ま
た
一
人
だ
け
遊

ば
せ
な
い
。

６
　
家
出
人
や
迷
い
子
と
な
っ
た

と
き
は
早
く
警
察
に
連
絡
す
る

善
意
銀
行
預
託
者

一
月
分

（
現
金
口
座
）

西
村
純
三
、
池
嶋
　
猛
、
中
電
長

門
営
業
所
、
Ｍ
Ｋ
生
、
宮
本
五
郎

横
山
繁
雄
、
田
中
美
佐
子
、
Ｆ
江

Ｓ
江
、
三
村
一
良
、
田
中
寿
夫
、

富
田
　
博
、
田
中
松
子
、
広
沢
菊

江

計
　
六
二
、
〇
五
八
円

北
海
道
冷
害
者
の

救
援
募
金
を
延
期

昨
年
北
海
道
を
お
そ
っ
た
冷
害

者
へ
愛
の
手
を
、
と
義
え
ん
金
品

の
取
扱
い
を
昨
年
末
ま
で
募
集
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
地
の
実
情
な

ど
か
ら
募
集
期
間
を
さ
ら
に
二
月

末
ま
で
延
期
し
ま
す
。

義
え
ん
金
品
は
、
日
赤
長
門
市

地
区
（
福
祉
事
務
所
社
会
係
）
で

お
取
り
っ
ぎ
し
て
い
ま
す
。

百
日
せ
き

ジ
フ
テ
リ
ヤ

二
回
巨

予
防
注
射

日
　
時

場
　
所

２
月
８
日

２
月
９
日

２
月
1
0日

２
月
1
1日

２
月
1
2日

一
三
、
三

一
瓢

混

一
瓢

三

一
四
、
Ξ

ご
气

一
三

一
四
、
Ξ

Ξ

、
一
五

一
瓢

混

一
四
、
呂

一
四
、
言

一
四
、
呂

一
四
、
百

石

、
呂

一
四
、一８

通
公
民
館

仙
崎
支
所

大
講
堂
ホ

ワ
イ
エ

俵
山
支
所

大
畑
小
学
校

大
泊
公
会
堂

斉
藤
医
院

（
料
金
）
六
〇
円

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
ご

持
参
の
こ
と
。

日
置
村
が
村
章

の
図
案
募
集

日
置
村
は
、
新
庁
舎
落
成
を
記

念
し
、
村
章
の
図
衆
を
広
く
募
集

し
ま
す
。

図
案
は
、
日
置
村
の
姿
を
簡
明

に
表
現
し
、
村
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
使
用
で
き
る
も
の
。

規
格
は
、
三
〇
セ
ン
チ
平
方
の

紙
に
匸
一
セ
ン
チ
程
度
で
図
案
を

書
い
て
、
製
作
の
表
現
意
味
を
説

明
し
た
も
の
を
別
に
添
え
る
。

（
賞
金
）
一
席
一
名
　
五
千
円

入
選
三
名
　
各
千
円

（
締
切
り
）
　
２
月
1
5日
ま
で

（
送
り
先
）
日
置
村
役
場
行
政
課

庶
務
係
あ
て

4
0年
新
農
家
ご
よ
み
．

あ
つ
旋
し
ま
す

一
部
　

匸
一
〇
円

見
本
は

総
務
課
に
あ
り
ま
す

就
職
の
心
が
ま
え

中
学
校
や
高
等
学
校
を
卒
業
し

て
就
職
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち

に
と
つ
て
、
ど
ん
な
職
場
を
選

ぶ
か
と
い
う
こ
と
は
な
か
な
か

大
変
な
こ
と
で
、
仕
事
の
内
容

や
労
働
条
件
、
給
与
の
こ
と
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
と
迷
つ
た
り
な

や
ん
だ
り
さ
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
職
場
を
選
ぶ
た
め
の

心
が
ま
え
や
注
意
な
ど
に
つ
い

て
申
し
ま
す
と

①
　
就
職
先
の
労
働
条
件
、
作

業
内
容
、
厚
生
施
設
な
ど
に

つ
い
て
十
分
確
認
し
て
お
き

ま
し
よ
う
。
わ
か
ら
な
い
と

き
は
、
学
校
の
先
生
か
ら
公

共
職
業
安
定
所
に
き
い
て
も

ら
う
な
ど
し
ま
し
よ
う
。

②
　
就
喊
元
の
土
地
の
こ
と
や

そ
こ
に
就
膈
し
て
い
る
先
輩

に
つ
い
て
も
で
き
る
だ
け
調

べ
て
お
き
ま
し
よ
う
。
先
輩

に
手
紙
を
出
し
て
い
ろ
い
ろ

注
意
を
き
く
こ
と
も
よ
い
で

し
よ
う
。

③
人
間
は
常
に
向
上
を
め
ざ
す

こ
と
が
大
切
。
そ
の
た
め
に

は
勉
強
が
第
一
。
そ
こ
で
最

後
の
学
校
生
活
を
お
ろ
そ
か

に
し
な
い
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、
学
校
卒
業
後
も
毎
日

少
し
す
づ
で
も
勉
強
す
る
よ

う
な
習
慣
を
つ
く
り
ま
し
よ

④
　
健
康
に
注
意
し
、
大
事
な

就
職
時
期
に
病
気
に
な
っ
た

り
し
な
い
よ
う
十
分
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

⑤
　
新
規
学
卒
者
は
、
職
場
に

よ
っ
て
は
将
来
性
の
あ
る
若

い
力
で
あ
り
、
期
待
を
も
っ

て
迎
え
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
夕
社
会
の
荒
波
〃
と
い

う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
る
よ

う
に
、
一
歩
社
会
に
出
れ
ば

今
ま
で
の
学
生
生
活
と
全
く

違
っ
た
〃
き
び
し
さ
〃
に
気

付
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

先
輩
や
上
司
の
教
え
を
す
な

お
に
受
け
て
、
一
た
ん
自
分

の
選
ん
だ
職
業
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
勇
気
と
自

信
を
今
か
ら
備
え
て
お
き
だ

い
も
の
で
す
。


	page1

